
 

正誤表 中期目標の達成状況報告書 

 

名古屋大学 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

26頁・ 

28～31行 

 

 

 

８．英語による授業のみで学位が取得で

きるグローバル 30による国際プログラ

ム群を学部及び大学院に 17プログラム

設置し、外国人教員を平成 25年度から

２年間で倍増（200名強）させるなど教

育体制を強化し、受入留学生を増加させ

ている。（計画 1-1-1-3）K3 

８．英語による授業のみで学位が取得で

きるグローバル 30による国際プログラ

ム群を学部及び大学院に 17プログラム

設置し、外国人教員を平成 22年度から

６年間で倍増（130名強）させるなど教

育体制を強化し、受入留学生を増加させ

ている。（計画 1-1-1-3）K3 

2 

31頁・ 

21～22行 

 

・成績評価結果の分布等の点検及び学生

の主体的な学習時間の調査の頻度を高

め、３年毎に実施することにした。 

・成績評価結果の分布等の点検の頻度を

高め、３年毎に実施することにした。 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学文学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 １-５頁・22行目 

 

部局の入試委員会委員長が全学の入試

委員会委員に、・・・ 

 

 

部局の入試委員会委員長が全学の入試

企画委員会委員に、・・・ 

2 
１-６頁・ 

資料Ⅰ-１-６ 

 

60～63歳代 

 

 

60～65歳代 

 

3 
１-14頁・ 

資料Ⅰ-２-12 

 

27年度 

 

 

平成 27年度 

 

4 

１-18頁・ 

資料Ⅱ-１-４ 

上から２行目、 

右から２列目の 

空白セル 

 

 

 24年度(b) 

5 １-19頁・１行目 

 

・・・様々な 

賞の状況から・・・ 

 

・・・様々な賞の状況から・・・ 

※改行位置が不正 

 

6 １-20頁・10行目 
・・・学業の成 

果の状況 

 

・・・学業の成果の状況 

※改行位置が不正 

 

7 １-22頁・22行目 

 

・・・とする。主に１・２年次の 

 

・・・としている。これは１・２年次の・・・ 

8 
１-23頁・ 

６～７行目 

・・・「アジアの中の日本文化プログラ

ム」を・・・ 

・・・「アジアの中の日本文化」プログ

ラムを・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学文学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 ２-３頁・１行目 

 

・・・能力、・・・ 

 

 

・・・能力を有し、・・・ 

 

2 
２-４頁・ 

20行目 

 

・・・特に博士後期課程では、・・・ 

 

 

・・・特に博士課程後期課程では、・・・ 

 

3 
２-５頁・ 

27行目 

 

・・・関わる場合もある。 

 

 

・・・関わる場合がある。 

 

4 
２-５頁・ 

29行目 

 

部局の入試委員会委員長が全学の入試

委員会委員に、・・・ 

 

 

部局の入試委員会委員長が全学の入試

企画委員会委員に、・・・ 

5 
２-６頁・ 

資料Ⅰ-１-５ 

 

60～63歳代 

 

 

60～65歳代 

 

6 ２-７頁・１行目 

 

・・・改定して・・・ 

 

 

・・・改訂して・・・ 

 

7 ２-７頁・13行目 

 

・・・ガイドを示す取り組みを・・・ 

 

 

・・・ガイドラインを示す取り組みを・・・ 

 

8 ２-13頁・３行目 

 

社会人向け独自のプログラムは・・・ 

 

 

社会人向けの独自プログラムは・・・ 

 

9 ２-13頁・11行目 

 

・・・事実上大学院修了者が・・・ 

 

 

・・・事実上大学院修了が・・・ 

 

10 ２-16頁・10行目 

 

博士後期課程では、・・・ 

 

 

博士課程後期課程では・・・ 
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 頁数・行数等 誤 正 

11 ２-16頁・12行目 ・・・博士後期課程の・・・ ・・・博士課程後期課程の・・・ 

12 

２-18頁・ 

資料Ⅱ-１-２ 

備考 

平成 26年度の標準修業年修了者とは、

平成 25年度入学者で修了した者とす

る。 

平成 27年度の標準修業年修了者とは、

平成 26年度入学者で修了した者とす

る。 

13 

２-19頁・ 

資料Ⅱ-１-４ 

備考 

平成 26年度の標準修業年修了者とは、

平成 24年度入学者で修了した者とす

る。 

平成 27年度の標準修業年修了者とは、

平成 25年度入学者で修了した者とす

る。 

14 ２-19頁・15行目 
・・・様々な 

賞の状況から・・・ 

 

・・・様々な賞の状況から・・・ 

※改行位置が不正 

 

15 ２-20頁・19行目 

 

・・・文学部が・・・ 

 

・・・文学研究科が・・・ 

16 ２-21頁・４行目 
・・・学業の成 

果の状況 

・・・学業の成果の状況 

※改行位置が不正 

17 ２-23頁・26行目 

 

・・・専攻独自の科目によって・・・ 

 

・・・専門独自の科目によって・・・ 

18 
２-25頁・ 

８～９行目 

「アジアの中の日本文化プログラム」

を・・・ 

「アジアの中の日本文化」プログラム

を・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学法学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

５-17～18頁・ 

資料Ⅰ-１-②-１ 

の表 

2015年度の教授

（男性）の 50～59

歳の内訳 

３ ９ 

2 

５-53頁・ 

資料Ⅱ-１-②-１

資料名 

専門職の資格試験受験状況（ 試験の種

類、年別人数等） 

国家公務員・地方公務員就職者数および

法科大学院進学者数 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学法学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

６-18～19頁・ 

資料Ⅰ-１-②-１ 

の表 

2015年度の教授

（男性）の 50～59

歳の内訳 

３ ９ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学経済学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

 

８-３頁・７行 

 

 

・・・短期・猟奇の・・・ 

 

 

・・・短期・長期の・・・ 

 

2 

 

８-６頁・２行 

 

 

経済学部の専門課目を・・・ 

 

 

経済学部の専門科目を・・・ 

3 

 

８-６頁・７行 

 

 

・・・シンガポール大学、・・・ 

 

 

・・・シンガポール国立大学、・・・ 

 

4 

 

８－７頁・12行 

 

 

・・・シンガポール大学、・・・ 

 

・・・シンガポール国立大学、・・・ 

5 

 

８－18頁・26行 

 

 

・・・シンガポール貿易大学、・・・ 

 

 

・・・シンガポール国立大学、・・・ 

 

6 

 

８－19頁・８行 

 

 

・・・下記研修、・・・ 

 

 

・・・夏季研修、・・・ 

 

7 

 

８－20頁・２行 

 

 

フライブルク大学での、・・・ 

 

 

フライブルク大学での研修、・・・ 

 

8 
８－25頁・ 

４～５行 
・・・ハノイ国際貿易大学での・・・ ・・・ハノイ貿易大学での・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学経済学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

 

９－12頁・11行 

 

 

・・・メンバーとなっているる・・・ 

 

 

・・・メンバーとなっている・・・ 

 

2 

 

９－17頁・18行 

 

 

・・・下記研修、・・・ 

 

 

・・・夏季研修、・・・ 

 

3 ９－24頁・11行 学術雑誌に掲載された論運・・・ 学術雑誌に掲載された論文・・・ 

4 
９－31頁・ 

16～17行 
・・・履く試行機課程学生の・・・ ・・・博士後期課程学生の・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学情報文化学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

 

10-８頁・13行 

 

 

クリエイティブネット・ワーキング 

 

 

クリエイティブ・ネットワーキング 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学理学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

11-５頁・ 

資料Ⅰ－２ 

資料名 

資料Ⅰ－２：G30学生数 資料Ⅰ－２：G30学生数（平成 27年５月） 

2 
11-19頁・ 

23行 

・・・教員との距離感を埋めことにもな

り、・・・ 

・・・教員との距離感を埋めることにもな

り、・・・ 

3 

11-27～28

頁・ 

資料Ⅱ-５ 

資料の追加 

 

 

 

4 

 

11-30頁・ 

28～29行 

 

学生による授業アンケートの結果や、卒業

時の学生を対象とした調査（資料Ⅱ－４）

からも、教育の成果や効果が向上している

と判断できる。 

学生による授業アンケートの結果や、卒業

時の学生を対象とした調査（資料Ⅱ－５）

からも、教育の成果や効果が向上している

と判断できる。 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学理学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

12-６頁・ 

資料Ⅰ-４ 

資料名 

資料Ⅰ－４：平成 27年度理学研究科 G30

学生数、 

資料Ⅰ－４：平成 27年度理学研究科 G30

学生数（平成 27年５月） 

2 
12-９頁・ 

19行 

・・・キャンパスアジアプログラムによっ

てマネージメント研究員を雇用している。 

・・・キャンパスアジアプログラムによっ

てマネジメント研究員を雇用している。 

3 
12-13頁・ 

16行 

・・・キャンパスアジアプログラムによっ

てマネージメント研究員を雇用している。 

・・・キャンパスアジアプログラムによっ

てマネジメント研究員を雇用している。 

4 

12-24頁・ 

４～５行 

 

少数ではあるが、毎年、教員免許を取得し

て、修士あるいは博士課程を修了する学生

がいる（ 資料Ⅱ －４ 参照）。 

毎年、一定数教員免許保有者している学部

生が大学院に進学し（資料Ⅱ－４）、大学

院講義や、さらに進んだ研究トレーニング

を受ける機会を得ている。 

5 

12-24頁・ 

資料Ⅱ-４ 

資料名 

教員免許取得者数 

学部時代に教員免許を取得(理科一種中

学、理科一種高校)し、博士課程前期 

課程に進学した者の人数 

6 

12-24頁・ 

資料Ⅱ-４ 

表 

 

 
 

 

 

 

7 

12-27頁・ 

資料Ⅱ－11 

「PD」と「そ

の他」の人数 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学医学部 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
13-34頁・ 

23～24行 

卒業生の職場の上長に対する調査では、

「今後も名古屋大学の学生を採用した

い」との回答が 73％を越えていた（ 資

料（ 医）Ⅱ － Ⅱ －12、資料（保）Ⅱ － 

Ⅱ －13）。 

卒業生の職場の上長に対する調査では、「今

後も名古屋大学の学生を採用したい」との回

答が、医学科：100%、保健学科：90%を越えて

いた（ 資料（ 医）Ⅱ － Ⅱ －12、資料（保）

Ⅱ － Ⅱ －13）。 

2 

13-41頁・ 

資料（ 医） 

Ⅱ-Ⅱ-12 

表の追加 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

13-41頁・ 

資料（保）Ⅱ 

-Ⅱ-13 

表の追加 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学医学系研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

14-37頁・ 

資料(保)Ⅱ-Ⅱ-６ 

合計欄の数値 

論文発表数 677件 

学会発表数 2,163件 

受賞数 67件 

論文発表数 430件 

学会発表数 1,425件 

受賞数 54件 

2 
14-38頁・ 

15～16行 

・医学系研究科（保健学）修士課程・博

士前期課程の学生が 10年間に 597報の

論文発表、1865報の学会発表、50回の

受賞 

・医学系研究科（保健学）修士課程・博

士前期課程の学生が 10年間に 614報の

論文発表、1,914報の学会発表、63回の

受賞 

3 
14-40頁・ 

６行 

医学系研究科（医学）の全過程において、

就職希望者はほぼ 100%就職している。 

医学系研究科（医学）の全課程において、

就職希望者はほぼ 100%就職している。 

 

13



 

 

正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学国際開発研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
19-８頁・ 

３～４行 

10月入試を諸外国の学期制度に合

わせ、国際開発専攻・国際協力専攻で

は平 21年度から、・・・ 

10月入試を諸外国の学期制度に合

わせ、国際開発専攻・国際協力専攻で

は平成 21年度から、・・・ 

2 
19-８頁・ 

８～10行 

・・・前期課程では２期募集（国際コ

ミュニケーション専攻は平 26年度か

ら、国際協力専攻は平 27年度から）も

導入することで改善をはかっている。

その結果、国際コミュニケーション専

攻では H27年２月の２期募集に・ 

・・ 

・・・前期課程では２期募集（国際コ

ミュニケーション専攻は平成 26年度

から、国際協力専攻は平成 27年度か

ら）も導入することで改善をはかって

いる。その結果、国際コミュニケーシ

ョン専攻では平成 27年２月の２期募

集に・・・ 

3 
19-12頁・ 

１～２行 

平 20年以来２年に一度新版のパンフ

レットを作成し、Web上に掲載してい

る。平 26年度には研究科の・・・ 

平成 20年以来２年に一度新版のパン

フレットを作成し、Web上に掲載して

いる。平成 26年度には研究科の・・ 

・ 

4 
19-22頁・ 

３～４行 

本研究科は「自立的研究・実務能力

の育成」と「異文化理解に立脚した国

際性の育成」という教育目標を掲げて

いるが、その達成にために、・・・ 

本研究科は「自立的研究・実務能力

の育成」と「異文化理解に立脚した国

際性の育成」という教育目標を掲げて

いるが、その達成のために、・・・ 

5 

19-27頁・ 

資料Ⅱ-８の表 

2015年１月 23日

の概要 

「就職活動の心得」の講和 「就職活動の心得」の講話 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学多元数理科学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 20-12頁・24行 添削を受けこととしている。 添削を受けることとしている。 

2 

20-16頁・ 

資料Ⅱ-１-２ 

資料追加 

  

 

3 

20-16頁・ 

資料Ⅱ-１-３ 

資料追加 

  

 

4 

20-18頁・ 

資料Ⅱ-１-４

-2015 

「幅広い視野

が身についた

か」の数値 

あてはまる ０％ 

ややあてはまる ０％ 

あまりあてはまらない ０％ 

あてはまらない ０％ 

わからない ６％ 

あてはまる 27％ 

ややあてはまる 58％ 

あまりあてはまらない ９％ 

あてはまらない ４％ 

わからない ２％ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（教育） 

 

名古屋大学創薬科学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

24-13頁・ 

資料Ⅱ−Ⅱ−４ 

合計数 

63 53 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学文学部・文学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 １-２頁・30行目 

 

・・・取組として、 紀要『・・・ 

 

 

・・・取組として、紀要『・・・ 

 

2 
１-５頁・ 

17～18行目 

 

平成 27年度、 

 

 

平成 27年度現在、 

 

3 

１-６頁・ 

資料Ⅰ-１-５ 

資料名 

平成 22年度～26年度 

 

平成 22年度～27年度 

4 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-10 

50 

件 

50件 

※改行位置が不正 

5 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-10 

54 

件 

54件 

※改行位置が不正 

6 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-10 

372 

件 

372件 

※改行位置が不正 

7 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-10 

62 

件 

62件 

※改行位置が不正 

8 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-11 

37 

件 

37件 

※改行位置が不正 

9 
１-９頁・ 

資料Ⅰ-１-11 

87 

件 

87件 

※改行位置が不正 

10 １-12頁・25行目 

 

・・・テクスト学については・・・ 

 

 

・・・テクスト学で・・・ 

 

11 
１-13頁・ 

25～26行目 

 

これら合わせて、・・・ 

 

 

これらを合わせて、・・・ 
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 頁数・行数等 誤 正 

12 
１-13頁・ 

38～39行目 

 

・・・対象としたのもで、・・・ 

 

 

・・・対象としたもので、・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学経済学部・経済学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

 

４－12頁・10行 

 

 

・・・平成 27年５月末をもって・・・ 

 

 

・・・平成 26年５月末をもって・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学理学部・理学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
６-２頁・ 

41行 
物理学専攻 物理学教室 

2 
６-５頁・ 

17～18行 
新学術領域研究（領域代表）86 件 新学術領域研究（領域代表）１件 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学国際開発研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
10-５頁・ 

４～５行 

第２期期間中に教員が刊行した研究論

文は 229編、著書は 145冊、学会報告

は 383件である。 

第２期期間中に教員が刊行した研究論

文は 225編、著書は 141冊、学会報告

は 392件である。 

2 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H26年度の論文数 

39 36 

3 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H26年度の著書数 

25 21 

4 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H26年度の学会報

告数 

63 64 

5 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H27年度の論文数 

31 30 

6 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H27年度の著書数 

22 20 

7 

10-５頁・ 

資料１-１ 

H27年度の学会報

告数 

68 66 

8 

10-５頁・ 

資料１-１ 

合計欄の論文数 

229 225 

9 

10-５頁・ 

資料１-１ 

合計欄の著書数 

147 141 
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 頁数・行数等 誤 正 

10 

10-５頁・ 

資料１-１ 

合計欄の学会報告

数 

393 392 

11 

10-５頁・ 

資料１-１ 

出典 

出典：国際開発研究科自己評価報告書

(2014)、ｐ.103 

出典：国際開発研究科自己評価報告書 

(2015)、ｐ.101 

12 
10-８頁・ 

８～９行 

・・・民間の競争的資金の獲得状況は

【資料Ⅰ－７】に示すとおり 15件あ

り、・・・ 

・・・民間の競争的資金の獲得状況は

【資料Ⅰ－７】に示すとおり 16件あ

り、・・・ 

13 
10-10頁・ 

３行 

平 26年度から科研費の間接経費を戦

略的に使用するため、・・・ 

 平成 26年度から科研費の間接経費を

戦略的に使用するため、・・・ 

14 
10-15頁・ 

６行 

・・・第２期期間に獲得した外部資金

は 15件である。 

・・・第２期期間に獲得した外部資金

は 16件である。 

15 
10-17頁・ 

５～６行 

教員の研究業績に関しては論文、著

書、学会報告の合計本数は第１期 570、

第２期 726で、第２期が大幅に上回っ

ている・・・ 

教員の研究業績に関しては論文、著

書、学会報告の合計本数は第１期 570、

第２期 758で、第２期が大幅に上回っ

ている 

16 
10-17頁・ 

９行 

 民間外部資金獲得は、第１期９件、

第２期 15件で、第２期が大きく上回っ

ている・・・ 

民間外部資金獲得は、第１期９件、

第２期 16件で、第２期が大きく上回っ

ている・・・ 

17 
10-17頁・ 

34～35行 

・・・第１期 570に比して第２期 726

で、第２期が大幅に上回っていて・・・ 

・・・第１期 570に比して第２期 758

で、第２期が大幅に上回っていて・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学多元数理科学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
11-２頁・ 

44～45行 

 

・・・研究組織の多様性を実現に努めて

いる・・・ 

 

 

・・・研究組織の多様性の実現に努めて

いる・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学創薬科学研究科 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
15-４頁・ 

13行 

文部科学省・大学発産業創出拠点プロジ

ェクト 

文部科学省・大学発新産業創出拠点プロ

ジェクト 

2 
15-６頁・ 

４～５行 

国内外での招待講演に相当するものは

106件（H24:13，H25:26，H26:49，H27:49） 

である。 

国内外での招待講演に相当するものは

137件（H24:13，H25:26，H26:49，H27:49） 

である。 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学環境医学研究所 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 
16-21頁・ 

14～15行 

・・・第２中期後半（25-27年度）では、

科研費は平均 118,290千円/年と常に１

億円を超え、・・・ 

・・・第２中期後半（25-27年度）では、

科研費は平均 121,990千円/年と常に１

億円を超え、・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学太陽地球環境研究所 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 

 

17-２頁・８行 

 

・・・複合系の理解。 

 

 

・・・複合系の理解 

 

2 

 

17-２頁・10行 

 

 

・・・影響の解明。 

 

 

・・・影響の解明 

 

3 

 

17-２頁・11行 

 

 

・・・役立つ成果の創出。 

 

 

・・・役立つ成果の創出 

 

4 

 

17-２頁・12行 

 

 

・・・全国共同利用の推進。 

 

 

・・・全国共同利用の推進 

 

5 

 

17-４頁・８行 

 

 

・・・状況を下に記す。 

 

 

・・・状況を以下に記す。 

 

6 

 

17-６頁・10行 

 

 

また、年会 50件・・・ 

 

 

また、年間 50件・・・ 

 

7 

17-６頁 

資料Ⅰ-１-２ 

H27年度「国内学

会」の「ｺﾝﾋﾞｰﾅ」

の数 

0or23 23 

8 

 

17-８頁・７行 

 

 

・・・宇宙嵐に伴う多圏間相互採用・・・ 

 

 

・・・宇宙嵐に伴う多圏間相互作用・・・ 

 

９ 

 

17-８頁・８行 

 

・・・解明にむけて・・・ 

 

 

・・・解明に向けて・・・ 

 

10 
17-８頁・ 

27～28行 

 

・・・これまでに以上に・・・ 

 

 

・・・これまで以上に・・・ 
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 頁数・行数等 誤 正 

11 17-８頁・30行 

 

・・・十分はたしている。 

 

 

・・・十分果たしている。 

 

12 17-８頁・30行 既存の分野の枠に捕らわれない・・・ 既存の分野の枠にとらわれない・・・ 

13 17-11頁・８行 ・・・大学の付置研究所としての・・・ ・・・大学の附置研究所としての・・・ 

14 17-13頁・10行 ・・・科研費年受け入れ金額は・・・ ・・・科研費年間受け入れ金額は・・・ 

15 17-15頁・25行 ・・・科学的重要であると共に・・・ ・・・科学的に重要であると共に・・・ 
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正誤表 学部・研究科等の現況調査表（研究） 

 

名古屋大学未来材料・システム研究所 

 

 頁数・行数等 誤 正 

1 18-２頁・13行 
・・・未来エレクトロニクス集積センタ

ーを所内に設置し・・・ 

・・・未来エレクトロニクス集積研究セ

ンターを所内に設置し・・・ 

2 
18-５頁・ 

10～11行 

・・・未来エレクトロニクス集積センタ

ーからなる・・・ 

・・・未来エレクトロニクス集積研究セ

ンターからなる・・・ 

3 18-10頁・17行 
・・・未来エレクトロニクス集積センタ

ーからなる・・・ 

・・・未来エレクトロニクス集積研究セ

ンターからなる・・・ 

4 
18-17頁・ 

32行 
寄附部門 寄附研究部門 
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